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サイドレールAS, ASⅡ
（CAS-8193, -8293）

サイドレールAS, ASⅡ
（CAS-8193, -8293）

サイドレールARⅡ
（CAS-8299）

サイドレールARⅡ
（CAS-8299）892 *a *b 892 *a

461
サイドレールARⅡ

（CAS-8299）
サイドレールS

（CAS-143W）
サイドレールS

（CAS-143W）
サイドレールARⅡ
（CAS-8299）461

サイドレールS
（CAS-143W）

516

サイドレール98
（CAS-8098）454 *a 454 *a*b

サイドレールS
（CAS-143W） 516
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　警　告
・	 オプション間のすき間やオプションとヘッド・フットボードのすき間に、頭や首が入らないよ
うに注意してください。

・	 各オプションに添付されている取扱説明書も必ずお読みください。
・	 サイドレールは、ベッドで寝ている人の転落予防、寝具の落下予防を目的としています。
立ち上がり時など、支えとしてお使いになる場合はベッド用グリップをお使いください。

・	 誤った組合わせと取付け位置では、意図せぬすき間の発生によりけがをするおそれがあり
ます。また、JIS認証を取得していない状態となります。下記図表の組合わせでは使用
しないでください。

サイドレールSX, SXⅡ
（CAS-8168, -8268）

サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールレギュラーA
（CAS-178W, -178WC, 
  -478W）

サイドレールレギュラーA
（CAS-178W, -178WC,

-478W）

ベッド用グリップ
（CAC-180, -070, -080,
  -070WC, -080WC）

ベッド用グリップ
（CAC-180, -070, -080,
  -070WC, -080WC）

ベッド用グリップ
（CAC-180, -070, -080,
  -070WC, -080WC）

ベッド用グリップ
（CAC-180, -070, -080

   CAC-070WC, -080WC）

224 224

224 353 *a *b

サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールA
（CAS-198W）

217217
サイドレールレギュラーB
（CAS-8078, -8179,

  -8279, -578W）

サイドレールレギュラーB
（CAS-8078, -8179,
  -8279, -578W）

レギュラーサイズ

125
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サイドレールARⅡ
（CAS-8299） 66サイドレールARⅡ

（CAS-8299）

ベッド用グリップ
（CAC-180, -070, -080,
  -070WC, -080WC）

サイドレールARⅡ
（CAS-8299） 217

サイドレールレギュラーA
（CAS-178W, -178WC,

-478W）
サイドレールARⅡ

（CAS-8299） 211
サイドレールレギュラーB
（CAS-8078, -8179,

  -8279, -578W）

サイドレールSX, SXⅡ
（CAS-8168, -8268）110 *a *b

121 サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールS
（CAS-143W）360 *a *b 224サイドレールAS, ASⅡ

（CAS-8193, -8293）
サイドレールAS, ASⅡ

（CAS-8193, -8293）

サイドレールAS, ASⅡ
（CAS-8193, -8293）
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サイドレールSX, SXⅡ
（CAS-8168, -8268）

ショートサイズ

サイドレールレギュラーA
（CAS-178W, -178WC, 
 -478W）

サイドレールレギュラーA
（CAS-178W, -178WC,

-478W）
313

サイドレールレギュラーA
（CAS-178W, -178WC, 
-478W）

サイドレールS
（CAS-143W）313

サイドレールレギュラーB
（CAS-8078, -8179,

  -8279, -578W）301
サイドレールレギュラーB

（CAS-8078, -8179,
  -8279, -578W）

サイドレールレギュラーB
（CAS-8078, -8179,

  -8279, -578W）

ベッド用グリップ
（CAC-180, -070, -080,
  -070WC, -080WC）

ベッド用グリップ
（CAC-180, -070, -080,
  -070WC, -080WC）

サイドレールS
（CAS-143W）265

サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールARⅡ
（CAS-8299）

サイドレールARⅡ
（CAS-8299）110

101
サイドレールARⅡ

（CAS-8299）
サイドレールレギュラーB
（CAS-8078, -8179,

  -8279, -578W）
107

サイドレールARⅡ
（CAS-8299）

サイドレールレギュラーA
（CAS-178W, -178WC,

-478W）

211
サイドレールARⅡ

（CAS-8299）
サイドレールSX, SXⅡ

（CAS-8168, -8268） 217
サイドレールA

（CAS-198W）
サイドレールSX, SXⅡ

（CAS-8168, -8268）

107
サイドレールA

（CAS-198W）
サイドレールレギュラーB
（CAS-8078, -8179,

  -8279, -578W）
113

サイドレールA
（CAS-198W）

サイドレールレギュラーA
（CAS-178W, -178WC,

-478W）
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ホルダーストッパー
ホルダー側にスライドする

　注　意
●	サイドレール・ベッド用グリップなどを使用しない場合は、危険ですのでサイ
ドホルダーを収納しておいてください。

	 サイドレール・ベッド用グリップなどを使用しない状態で、サイドホルダーが
出ているとサイドホルダーに衣類などが引っ掛かり転落してけがをするおそれ
があります。

●	eタッチホルダーやベッドに衝撃や強い力、振動等が加わるとホルダーストッ
パーが効かなくなることがあります。

①	サイドレール・ベッド用グリップを取り付ける位置のサイドホルダーを開きます
②	サイドレール等をサイドホルダーに取り付けます。

■オプション部品を取り付ける場合

サイドホルダー
（eタッチホルダー）

     eタッチホルダーを開閉させたくない箇所については、同梱のホルダーストッパー（４個
入り）を任意で取り付けて下さい。

軽く押すと開閉できます。

幅が広い方を外側に向けます

サイドホルダー
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■介護リフト使用時のご注意
	■ 下記の床走行式電動介護リフトが使用できます。
	 	 　床走行式電動介護リフトに添付されている取扱説明書も必ずお読みください。

	● 床走行式電動介護リフトを使用する際は、専用脚座を取り付けて下さい。この
ベッドに付属されている脚座または、キャスターを使用している場合ベッドと
の併用は出来ません。また、床走行式電動介護リフトの脚の高さが7.5㎝以下
のリフトが使用可能です。

	● 仕様変更などによりこの取扱説明書の記述と一部異なる場合があります。ご不
明な点は販売店または直接弊社までお問い合わせください。

　警　告
・	ベッドの背を上げるとき、およびリフターのアームを下げるときは、ベッドと
リフターのアームとの間に挟まれてけがをする恐れがあります。十分注意して
ください。

・	 ベッドの床を下げるときは、ベッド下部の可動部にリフターの脚や前輪キャス
ターをはさまないように注意してください。はさまれるとけがや破損の恐れが
あります。

注
記
！

アーム

床走行式電動介護リフト

脚
前輪キャスター
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◇ヘッドアップ仕様のユニット構成
モーターユニット及びボトムユニットを下記の対象ユニットに変更することによりヘッド
アップ仕様になります。

【対象ユニット】
ユニットコード ユニット名称

BFAX8022H XB2M HU仕様モーターユニット足側箱入
BFAX8022TH XBS2M HU仕様モーターユニット足側箱入液晶無し
BFAX8023H XB3M HU仕様モーターユニット足側箱入
BFAX8023TH XBS3M HU仕様モーターユニット足側箱入液晶無し
BFAX8041A XB91 背ボトムユニット・ヘッドアップ仕様箱入り
BFAX8041B XB91 脚ボトムユニット・ヘッドアップ仕様箱入り
BFAX8046A XB91S 背ボトムユニット・ヘッドアップ仕様箱入り
BFAX8046B XB91S 脚ボトムユニット・ヘッドアップ仕様箱入り

◇組立方法
1	ハイローユニット、モーターユニット頭側及び足側を標準品と同様に組み立てます。
	 （P43～ 49参照）
	 ※モーターユニット足側は電装品が標準品と異なりますが組立方法は同じです。
2	電源コードをコンセントに挿し込み、電源をオンにします。
3	幅出しユニットを標準品と同様に組み立てます。（P50～ 53参照）
4	2Ｍ /3Ｍ手元スイッチのボタンを押して背上げをします。（推奨約30°）
	 ※標準品とは異なり、背上げをしてからボトムを取りつけます。
5	背ボトムをモーターユニットに組み付けます。（P54参照）
6	ヘッドアップ用アクチュエータのコネクタを下図のように1箇所接続します。
7	膝脚ボトム及びＨＦボードを標準品と同様に組み立てて完了です。

■ヘッドアップ仕様について
ヘッドアップ仕様はJIS認証対象外です。
対象ユニットを含むベッドはJIS 認証を取得していない状態となります。

注
記
！

HUシール同士のコネクタを
接続します。

しっかりと挿し込んでから
抜け止めを閉じて下さいコネクタ
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◇使用方法

◇頭あげ位置の切替方法
頭部の曲げ位置は変更することができます。変更
する場合は下記の手順にて作業してください。

1	右図のように連結ピンとスナップピンを外します。

2	黒い金具を逆方向に倒します。

3	外した連結ピンとスナップピンを使い、反対側で
固定します。

4	変更完了。

通常は上側（頭側）に金具が固定されています。
曲がりが合わない方は曲がり位置を変更して
使用してください。

ヘッドアップ用手元スイッチの操作により
背ボトム頭部の角度が調整できます。
（0°～20°）

ヘッドアップ用手元スイッチ

頭あげ

頭
さ
げ

頭
あ
げ

黒い金具背ボトム裏面

連結ピン黒い金具

スナップピン

スナップピン

連結ピン

　注　意
●	変更の際は必ず左右の金具を同じ向きにして下さい。左右が違うまま頭上げを
行うと故障の原因になります。

●	ボトムを逆に折ると、破損の危険があります。
●	ヘッドアップした状態で頭あげ部分に座ったり、衝撃が加わると破損しケガを
する恐れがあります。
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8.	組立後の点検
	■ ベッドの組立てが終わりましたら、ベッドに人が乗っていないことを確
認のうえ、このチェックシートで点検してください。（75～ 78ページ
をコピーしてお使いください。）

	■ 定期点検の際も、このシートを使用してください。
	■ 安全性確保や性能維持、予防保守のために、サービス要員による点検を
1年に1回実施してください。
●サービス要員による点検は、電装品とベッド可動部の変形や損傷、締結部のゆるみ
や脱落などの確認となります。

	■ 異常が認められた場合や詳しい点検をご希望される場合は、販売店また
は弊社までお問い合わせ下さい。

　警　告
組立て後の点検は必ず行ってください。組立てが不十分な状態で使用すると、け
がや故障が発生するおそれがあります。

　注　意
●	手元スイッチを操作しながら点検作業をしている際に異常音や振動が生じた場
合には、すぐにベッドの使用を中止し、販売店または弊社（最終ページ参照）ま
でご連絡ください。

●	キャスターやリフター脚などのオプションを使用の場合は、各製品の「取扱説明
書」に従って、組立・点検を行ってください。

	 脚座の取付け（４ヶ所）

	 ハイローユニットの４ヶ所すべてに脚座がはま
り、ブッシュリベットが確実に取付けられてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→43ページ参照

プッシュリベット1
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	 ハイローモーターとハイローユニットの連結

	 連結ピンにスナップピンが確実に差込まれてい
ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→46～ 48ページ参照

	 頭側・足側幅出しフレームの取付け位置

	 ボトムサイズと合っていますか？頭側・足側幅
だしフレームがハイローユニットの２ヵ所の連
結ピンに掛かっていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→51及び52ページ参照

	

	 頭側・足側幅出しフレームの取付け

	 ノブボルトで確実に締付けられていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→51及び53ページ参照

	 頭側・足側モーターユニットのコネクタ接続

	 頭側と脚側のモーターユニットのコネクタはき
ちんと取り付けられていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→49ページ参照

ノブボルト

連結金具

連結ピン

連結金具

連結ピン

4

5

3

スナップピン

連結ピン

ハイローモーター

2
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6	 背ボトムの取り付け
	 連結ピンにスナップピンが確実に差込まれてい

ますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→54ページ参照

	 腰・膝・足ボトムの取り付け

	 本体についている連結ピンとボトムについてい
るロック金具が確実に差し込まれていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→55ページ参照

ボトム側ロック金具

本体側連結ピン

連結ピン

スナップピン

7
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	 マットレス止めの取り付け

	 マットレス止め（足側・サイド）が正しい位置に
取付けられていますか。

	 □	 はい

	 □	 いいえ→57ページ参照

	 ヘッド・フットボードのロック

	 ロック金具が確実にロックされていますか？

	 □	 はい

	 □	 いいえ→59ページ参照

	 ベッド操作時の確認

	 手元スイッチで背上げ・膝上げ・高さ調節操作を最大まで行った際、以下の問題があり
ませんか？

	 □	 異常ない

	 □	 異常音がする→販売店または弊社へ
	 	 ※場所や状態によってはお客様で注油を行うことができます。

	 □	 ベッドが家具などにあたる→ベッドを移動するか、障害物を取り除いてください。
	 	 →38ページ参照

	 安全ラベルのはがれ

	 ラベルがはがれたり、文字が見えなくなっていませんか？

	 □	 いいえ

	 □	 はい（はがれている・文字が見えない）→販売店または弊社営業所へ

11

10

9

8

BFAX8057及びBFAX8058の場合

ロック金具

ロック

（ａ）

（ｂ）

頭側幅だしフレーム
連結ピン（上）

頭側幅だしフレーム
連結ピン（下）
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9.	分解方法

ベッドを分解する前に以下の作業を行ってください。

	● ベッドに装着しているオプションパーツなどがありましたら取り外します。

	● 寝具、マットレスをベッドから降ろします。

	● 背ボトム、膝ボトムを最低位置まで下げます。

	● ベッド床高さを最低位置まで下げます。

	● 電源プラグをコンセントから抜きます。

　注　意
ベッドを分解するときは、誤動作による事故を防止するため、電源プラグをコン
セントから外して作業を行います。ただし、必要に応じてベッドを稼働させる必
要があるときは、分解手順の指示に従い電源プラグをコンセントに差し込んでく
ださい。		
ベッドを分解するときは、各部品の駆動部に指などをはさまないように注意して
ください。

	● 分解は必ず大人2名以上で行ってください。

	● 取り外したスナップピン、連結ピン、プッシュリベットは紛失しないように袋など
に入れ保管してください。 
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BFAX8057及びBFAX8058の場合

1 	ヘッドボード・フットボードを取り外します
①	ヘッドボードを取り外します。ヘッドボードの2カ所の連結金具のロック金具を解除し

て、ヘッドボードを斜め上方向に引き上げながら取り外します。
	 ※イラストは木製ヘッドフットボードですが組立方法は他機種も同様になります。

	 取り外したヘッドボードの連結金具の2カ所のロック金具は、搬送中の破損を防
止するため、必ずロック位置に戻して梱包してください。

	 フットボードの取り外しはヘッドボードと同様です。①を参照してヘッドボード
を取り外してください。

ロック金具

ロック金具

解除

連結金具

ロック金具
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マットレス止め（サイド）

マットレス受け

ここに指をかけて取り外します。

裏側

足側マットレス止め

	 マットレス止め（サイド）を手前にスライドさせます。脚ボトムのメッシュから
マットレス止め（サイド）のツメを外して取り外します。上部を内側に倒す様に押
すと簡単に外れます。

	 足側マットレス止めは矢印の方向に引っ張り上げて外します。

2 	腰・膝・足ボトムを取り外します

91幅 100幅

100幅
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①	センターカバーを取り外します。

②	腰・膝・足ボトムのつまみを持ち上げ、両脇のロック金具をずらし外します。

腰・膝・足ボトム全体
を横に押すと外れる

本体連結ピン

ボトム側ロック金具

	 壁際に設置していて、壁側のロック金具がずらせない場合は片方のロック金具を
ずらしボトム全体をずらせない方向に押す事でも外せます。

　注　意
	 ボトムを逆に折ると、破損の危険があります。
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3 	背ボトムを取り外します
①	図のように背ボトムを起こし、頭側モーターユニットと連結している左右の連結部のス

ナップピンを抜き取り、連結ピンを引き抜きます。

スナップピン

連結ピン

②	背ボトムを倒して頭側に少しずらしながら持ち上げて取り外します。
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4 	足側・頭側幅出しフレームを取り外します
①	コード止めクリップに電源コード・手元スイッチのコードを止めてある場合は最初に外し

てください。頭側・足側幅出しフレームについているノブボルトを外します。

ノブボルト

②	電源コードと手元スイッチのコードがコード止めクリップに固定されている場合は取り
外しておいてください。

③	幅出しフレームを内側から持ち上げて外します。
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5 	足側モーターユニットを取り外します
①	2・3・4の数字の箇所の連結ピンとスナップピンを抜き取ります。

②	電源プラグがコンセントから抜かれていることを再度確認してください。
③	コネクタの抜け止めを右図中央のように持ち上げて、コネクタを外します。

スナップピン連結ピン

スナップピン

スナップピン

連結ピン

連結ピン

コネクタ
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④	足側モーターユニットの手のマークがある所を持ち、取り外します。
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6 	頭側モーターユニットを取り外します
①	1の数字の箇所の連結ピンとスナップピンを抜き取ります。

②	1の箇所を持ちあげながら外側にずらします。

③	頭側モーターユニットの手のマークがある所を持ち、取り外します。

スナップピン

連結ピン
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7 	脚座を取り外します
①	4つの脚座を取り外します。脚座を固定しているプッシュリベットのピンを棒状のもので

押し込みプッシュリベットを外し、脚座をハイローユニットから引き抜いてください。

　警　告
キャスター自体を回して取り外すとキャスターを破損する恐れがあります。	
キャスターは必ず専用スパナで取り外してください。

プッシュリベットはピンを棒状のもので軽く押し
込むと外れます。（押し込みすぎないでください。）
※	取りづらい場合はマイナスドライバーのような
物でプッシュリベットを持ち上げてください。

プッシュリベット

キャスター

脚座

ボルト

アダプター

※	キャスターとアダプターは一体式ですので
取り外さないでください。

②の前にキャスターを
取り外します。

【91幅・キャスター付きの場合】

②（100幅ベッドのみ）
100幅ベッドの場合は脚座を取り外した
後にアダプターを取り外します。

【100幅・キャスター付きの場合】
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	■ 停電やベッドの故障時に、背ボトムが上がったままの状態を平らにする
ことができます。

　注　意
駆動部の連結部を外すことにより行います。ベッドをはじめの状態に復旧させる
ものではありません。手元スイッチでの操作は、停電やベッドの故障が回復する
まで使用できません。

①	寝具やマットレスを降ろします。

②	背ボトムとトルクチューブを支えながら、モーター先端のスナップピンと連結ピンを取
り外します。

　注　意
連結部を解除すると、モーターにより駆動していた部分が自由な状態となり平ら
な状態へ戻ります。手などをはさまないように注意してください。

③	背ボトムをゆっくりとおろし、平らな状態にします。

　警　告
モーターの軸を回転させると、故障や人身事故を招く恐れがあります。　　　　
モーターを取り外した場合は、絶対に軸を回転させないでください。	

　注　意
停電やベッドの故障が回復したら、駆動部と連結部を元に戻してください。

10.	 停電・故障時の取り扱いについて

スナップピン

連結ピントルクチューブ
※ローラーが付いているフレーム
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バッテリーの取扱いについて
■XBバッテリーユニットはJIS認証対象外です。ベッドに取り付けた場合、
JIS認証を取得していない状態となります。

■XBバッテリーユニット、品番BFAX8060（別売）をご用意いただく事で、
停電時などで電源が確保できない緊急時でも、ベッドを動かす事が出来ます。
※ただし、故障の内容によってはバッテリーを使用出来ない場合があります。

①	足側モーターユニットにXBバッテ
リーユニットを付属の金具とノブボ
ルトを使用し、図のように取り付け
ます。詳しい取付方法はバッテリー
の取扱い説明書を参照ください。

②	足側コントロールボックスのふたを
外しキャップを取り外し、〇の箇所
にバッテリーのコードを接続しま
す。

③	手元スイッチの電源が入ったことを
確認しベッドを動かしてください。

バッテリーは定期的に充電してください。
バッテリーの性質上少しずつ放電してしまいますので、充電が十分でないといざと
いう際に使用できない恐れがあります。

　注　意
バッテリーには寿命があります。バッテリーは充電切れの状態で長く放置すると
寿命が早くなるので定期的に充電をするようにしてください。

バッテリー用手元スイッチ用（オプション）
ヘッドアップ
アクチュエーター用

高さ
アクチュエーター用

足アクチュエーター用

頭アクチュエーター用 付属金具

付属金具と
ノブボルト
取付位置

バッテリーコード取付位置

ノブボルト

バッテリー本体
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11.	 仕様について
	■ リライフネクストシリーズ

名称 リライフネクスト　91幅 リライフネクスト　SE91幅 リライフネクスト　SE100幅

品番

レギュラー

CXB-2209/2209U/2209J/2209E/2209T/
2209TU/2209TJ/2209TE/2309/2309U/
2309J/2309E/2309T/2309TU/2309TJ/
2309TE/2209JA/2209EA/2209TJA/2209TEA/	
2309JA/2309EA/2309TJA/2309TEA
2209JB/2209EB/2209TJB/2209TEB/2309JB/	
2309EB/2309TJB/2309TEB
CXB-2209NB/2309NB/2209NTB/2309NTB/	
2209N/2309N/2209NT/2309NT/2209NA/	
2309NA/2209NTA/2309NTA/2209NEB/	
2309NEB/2209NTEB/2309NTEB/2209NE/	
2309NE/2209NTE/2309NTE/2209NEA/	
2309NEA/2209NTEA/2309NTEA

CXBS-209U/209J/209E/209TU/209TJ/
209TE/309U/309J/309E/309TU/309TJ/
309TE/209JA/209EA/209TJA/209TEA/
309JA/309EA/309TJA/309TEA/209C/309C
209JB/209EB/209TJB/209TEB/309JB/309EB/	
309TJB/309TEB
CXBS-209NB/309NB/209NTB/309NTB/209N/
309N/209NT/309NT/209NA/309NA/
209NTA/309NTA/209NEB/309NEB/209NTEB/
309NTEB/209NE/309NE/209NTE/309NTE/
209NEA/309NEA/209NTEA/309NTEA

CXBS-200U/200TU/300U/	
300TU

ショート

CXB-2209S/2209SU/2209SJ/2209SE/2209TS/
2209TSU/2209TSJ/2209TSE/2309S/2309SU/
2309SJ/2309SE/2309TS/2309TSU/2309TSJ/
2309TSE/2209SJA/2209SEA/2209TSJA/2209T
SEA/2309SJA/2309SEA/2309TSJA/2309TSEA
2209SJB/2209SEB/2209TSJB/2209TSEB/	
2309SJB/2309SEB/2309TSJB/2309TSEB
CXB-2209NSB/2309NSB/2209NTSB/2309NTSB/	
2209NS/2309NS/2209NTS/2309NTS/	
2209NSA/2309NSA/2209NTSA/2309NTSA/	
2209NSEB/2309NSEB/2209NTSEB/2309NTSEB/	
2209NSE/2309NSE/2209NTSE/2309NTSE/	
2209NSEA/2309NSEA/2209NTSEA/2309NTSEA

CXBS-209SU/209SJ/209SE/209TSU/
209TSJ/209TSE/309SU/309SJ/309SE/
309TSU/309TSJ/309TSE/209SJA/
209SEA/209TSJA/209TSEA/309SJA/
309SEA/309TSJA/309TSEA/209SC/309SC
209SJB/209SEB/209TSJB/209TSEB/309SJB/	
309SEB/309TSJB/309TSEB
CXBS-209NSB/309NSB/209NTSB/309NTSB/	
209NS/309NS/209NTS/309NTS/	
209NSA/309NSA/209NTSA/309NTSA/	
209NSEB/309NSEB/209NTSEB/309NTSEB/	
209NSE/309NSE/209NTSE/309NTSE/	
209NSEA/309NSEA/209NTSEA/309NTSEA

-

マットレス幅(mm) 910 1000

ベッド全長
(mm)

レギュラー
品番末尾の英字：寸法
	 なし/T	：2145
	 J/E/A/N/B	：2139
	 U	：2037

品番末尾の英字：寸法
	 J/E/A/N/B	：2113
	 U/C	：2011

2017

ショート
品番末尾の英字：寸法
	 S	：2035
	 J/E/A/N/B	：2029
	 U	：1927

品番末尾の英字：寸法
	 J/E/A/N/B	：2003
	 U/C	：1901

-

ベッド全幅(mm) 1060
（eタッチホルダー収納時：910）

996
（ホルダー収納時：910）

1086
（ホルダー収納時：999）

ベッド床高(mm) 標準：200～ 600
背上げ及び
膝上げ（度）

2モーション 背上げ…0～70　膝上げ（背膝連動時）…0～20
3モーション 背上げ…0～70　膝上げ…0～20

ヘッド高さ(mm)
580～ 980（ボトム面より380）

フット高さ(mm)

製品重量(kg)

レギュラー
品番末尾の英字：製品重量
	 なし/T	：99
	 J/E/A/N/B	：101
	 U	：99

品番末尾の英字：製品重量
	 J/E/A/N/B	：96.5
	 U/C	：94.5

102.5

ショート
品番末尾の英字：製品重量
	 S	：98.5
	 J/E/A/N/B	：100.5
	 U	：98.5

品番末尾の英字：製品重量
	 J/E/A/N/B	：96
	 U/C	：94

-

ヘッドフットボード
品番末尾の英字：材質
	 なし/S/T	：突板積層合板 + ウレタン塗装仕上げ
	 J/E/A/N/B	：ポリエチレン
	 U/C	：MDF + メラミン化粧板

ボトム材質 ポリエチレン
本体 スチール製：電着塗装+粉体塗装仕上げ
サイドカバー ABS ー

最大利用者体重 135kg
安全動作荷重　※ 173.4kg（1700N）
最大連続使用時間 2分（休止時間18分）
電圧（V) 100
電流（A) 2
モーター消費電力(W) 200（モーター1台あたり）
騒音値※※ 65dB以下

※安全動作荷重：ベッド動作が行える最大の荷重（使用者体重とマットレスなどオプション品の合計）。
※※ 騒音値：	騒音値はJISに準拠し、試験室は硬い床で壁又は他の物体とベッドの面との距離を3ｍ以上で測定した数値。

実際の設置状況で測定すると周囲の騒音や反響を受けて、表示値より大きくなる場合もあります。

　注　意
ベッドは2分以上連続でうごかさないでください。故障の原因となります。

材

質
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f a

b

c

d

e

項目 箇所

寸法

脚座

XB四輪ダブル
ロックキャスター

75㎜
CA-0923
CA-0925

XB四輪ダブル
ロックキャスター

100㎜
CA-0922
CA-0926

XB延長脚
CA-0924

a 全幅（mm）

最
大
外
形
寸
法

CXB系 1060（eタッチホルダー収納時：910）

CXBS系 91幅：996（ホルダー収納時：910）
100幅：1086（ホルダー収納時：999）

b 全長（mm）

最
大
外
形
寸
法

CXB系
91幅レギュラー

品番末尾の英字：寸法
	 なし/T	：2145
	 J/E/A/N/B	：2139
	 U	：2037

CXBS系
91幅レギュラー

品番末尾の英字：寸法
	 J/E/A/N/B	：2113
	 U/C	：2011

CXB系
91幅ショート

品番末尾の英字：寸法
	 S	：2035
	 J/E/A/N/B	：2029
	 U	：1927

CXBS系
91幅ショート

品番末尾の英字：寸法
	 J/E/A/N/B	：2003
	 U/C	：1901

CXBS 系
100幅レギュラー 2017

c 脚座間の長さ（mm）脚座中心間の長さ 1636

d ボトムの高さ（mm）床からボトム上面まで 200〜600 275〜675 300〜700 250〜650

e ヘッドボードの高さ
（mm）

ボトム上面から
ヘッドボードの上端まで 380

f フットボードの高さ
（mm）

ボトム上面から
フットボードの上端まで 380
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f a

b

c

d

e

アクチュエータ
（モーター）

コントロールボックス

手元スイッチ

電源ランプ
設定

電源
決
定

戻
る

あ
し

あ
た
ま

あ
た
ま

あ  

し

た
か
さ

コネクタ

しっかりと挿し込んで
から抜け止めを閉じ
て下さい

手元スイッチ用（オプション）
ヘッドアップ
アクチュエーター用

（オプション）
バッテリー用

高さ
アクチュエーター用

足アクチュエーター用
頭アクチュエーター用

あたま
あし

あたま

あし

たかさ

12.	 故障かな？と思ったら

	■ 故障ではない場合がありますので、修理を依頼する前にもう一度以下の
項目をチェックしてください。

	■ チェック・処置をしても改善されないときは、ただちにベッドの使用を
やめて販売店に修理を依頼してください。

症状 チェック 処置

操作ボタンを押しても、
ベッドが動かない

電源プラグはコンセントにしっかり差し込
まれていますか ? 

電源プラグをコンセントに差し込んでくだ
さい。

コンセントに電源はきていますか ? コンセントに他の電気器具のプラグを差し
込んで確認してください。

手元スイッチのコネクタがコントロールボ
ックスから外れていませんか ?

手元スイッチのコネクタをコントロールボ
ックスに差し込んでください。

ロックされていませんか？ 付属の解除キーを使いロック解除してくだ
さい。または、手元スイッチによるロック
設定を解除してください。

・操作ボタンを押しても
ベッドが動かない

・液晶画面に E02 が表
示される

頭側モーターユニットと足側モーターユニ
ットのコネクタは接続されていますか？

頭側モーターユニットと足側モーターユニ
ットのコネクタ接続を確認してからリセッ
トをしてください。（94ページ『原点リセ
ットの方法』参照）

アクチュエーターのケーブルがコントロー
ルボックスから外れていませんか ?

アクチュエーターのケーブルをコントロー
ルボックスに差し込んでください。

・操作ボタンを押すとす
ぐに止まってしまう。

・液晶画面に E05 が表
示される

・電源ランプが点滅して
いる（液晶無手元スイ
ッチの場合）

ベッドを連続で動かし続けていませんか？ 動かさずに18分程度放置してください。
※（液晶付きの場合）エラー表示が消えて
すぐに、又は（液晶無しの場合）電源ラ
ンプが点滅から点灯に切り替わってすぐ
に動かすと再度エラーになります。
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■ エラー表示
	 各エラーを検出した場合、通常の操作はできません。
	 電源ランプが赤点滅し、エラーコードが液晶画面に表示されます。

エラーコード 内容 処置

E01 通信異常
一度電源プラグを抜いて、手元スイッチの電源ランプが消えたこ
とを確認して、もう一度コンセントに差し直してから電源をON
にしてください。

E02 ケーブル接続不良
位置ズレ検出

・アクチュエータのコネクタを差し直してください。
・高さ上げボタンと高さ下げボタンを同時に長押ししてください。
すべてのアクチュエータが縮みきったところでブザーがピピッと
鳴りましたらボタンを放してください。

E03 過電流 ベッド可動部に障害物がないか確認して障害物を取り除いてくだ
さい。

E04 ホール信号異常
一度電源プラグを抜いて、手元スイッチの電源ランプが消えたこ
とを確認して、もう一度コンセントに差し直してから電源をON
にしてください。

E05 デューティーオーバー
無操作でしばらく放置してお待ちください。約18分間でリセッ
トされます。
※完全にリセットされる前に操作すると再度エラーがでます。

■ 原点リセットの方法
①	たかさ△＋たかさ▽ボタンを同時長押しします。
②	全てのACT が動き出し原点に戻ります。
	 ※ボタンはリセット完了まで押し続けてください。
③	すべてのACTが縮みきるとピピッとブザーが鳴り、リセット完了です。
	 ※液晶無し手元スイッチの場合はブザーが鳴りません。全てのACTが縮みきった後2秒

程経過してからボタンを放してください。
	 ※	原点リセット操作時はベッドが動きますので周りに注意してください。

液晶付き手元スイッチのみ
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13.	 アフターサービスについて

	■ 修理を依頼されるとき
	 本書の「12．故障かな？と思ったら」（93ページ）に従って調べてください。それでも直

らない場合は、ベッドの電源コードをコンセントから抜いて、お買い上げ販売店、また
は弊社営業所・事業所にご連絡ください。

◎	連絡していただきたい内容
	 ●品名、品番、製品識別表示ラベルの番号
	 ●お買い上げ日
	 ●故障、または異常の内容
	 ●お名前、ご住所、および電話番号

◎	消耗部品について
	 手元スイッチ、電源コードは消耗品です。

◎	保証期間内は
	 保証書の記載内容に基づき無償で修理いたします。
	 ただし、保証期間内でも修理が有償となる場合があります。詳しくは保証書をご覧く
ださい。

◎	保証期間が過ぎているとき
	 修理により使用できる製品については、ご要望により有償で修理いたします。

	■ 製品の最低保有年数は
	 弊社では、ベッドの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の最低保

有期間を製造打ち切り後、5年としております。

リライフネクストベッドシリーズ/CXB-＊＊＊＊, CXBS-＊＊＊＊
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